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小田原市地区社会福祉協議会の活動等について 

小田原市社会福祉協議会 
１地区社会福祉協議会の現状・課題 

⑴経緯 
年度 地区社協の動き 市社協の動き 

昭和５１  市社協法人化（会費制度導入・地区社
協の組織化促進） 

５２ ・地区社協指導者研修会の開催  

５３ ・全２５地区で組織化完了  

５５  一般会費を２００円に増額、地区への
交付率を５０％に引き上げ 

５８ ・より一層の強化をめざし、ブロック別の組織化を推進  

５９ ・地区社協連絡協議会を設置  

６０ ・在宅福祉サービスの研究を全地区に指定（２カ年） 地区社協を基盤とした地域福祉の推
進方法を本格的に検討 

６２ ・ブロック別連絡会の開催 
・地区社協情報紙作り研修会の開催 
・全地区に在宅福祉サービス基盤体制づくり推進費を交付
・在宅福祉サービス研究推進地区を指定（６ブロックから

１地区ずつ）…３つの具体的活動を推進（地区情報紙発
行・ボランティア育成・在宅福祉サービスチームの編成）

職員数の充実に伴いブロック別に担
当職員を配置 

６３ ・全地区に地区情報紙作成援助費、一人暮らし高齢者等昼
食会援助費、青少年健全育成事業費（現：世代間交流事
業援助費）を交付 

・全地区で情報紙を発行 

 

平成元 ・在宅福祉サービスチームの編成促進  

２ ・各地区で在宅福祉サービスチームが活動開始…70歳以上
全市民を対象とした健康度チェック調査を実施 

社会福祉関係八法が改正され、在宅福
祉サービス等について企画、実施する
団体として市町村社協が位置付けら
れる 

３ ・全地区に在宅福祉サービスチーム活動費を交付 
・地区情報紙発行のためのワープロ教室の開催 

 

４ ・会長研修会の開催  

７  ふれあいサービス協会と統合 

１１  在宅介護支援センター事業の受託 

１２ ・全地区で転倒予防教室を開催 介護サービスセンター事業の開始 

１３ ・６モデル地区で認知症予防教室を開催  

１４ ・全地区で「いきいき健康事業」（転倒・認知症予防教室
及び市の事業を統合）を開催 

 

１６  地域福祉活動計画策定のため、市福祉
健康部と合同事務局を設置 

１７ ・６モデル地区で地域福祉活動計画策定のための懇談会を
開催 

 

１９ ・お達者チェックの充実…75 歳以上全市民を対象とした調
査を実施（旧称：健康度チェック調査） 

・サロン活動の創設・支援（９地区で実施⇒現在は１２地
区） 

・相模原市社協のサロン活動を視察 

地域福祉活動計画がスタート 

２０ ・地域福祉活動の担い手確保、支援（地域福祉コーディネ
ーター養成研修会の開催） 

・「地域を耕す連絡会」（三者連絡会）の開催支援 
・活動拠点（事務局）の体制整備研究（川崎市幸区「陽だ

まり」を視察） 

 

２１ ・新任地区社協会長研修会の開催 
・安心まちづくり連絡会の開催（大窪・早川地区）県社協

の「地域福祉推進ネットワーク構築支援事業」に指定、
県社協との協働事業 

 

 

資料 ４ 
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⑵現状 

①活動 
1)全地区で展開されている活動（市社協指定・市委託等） 

在宅福祉サービスチーム活動（お達者チェック） 
地区情報紙発行 

一人暮らし高齢者等昼食会 

世代間交流事業 

いきいき健康事業 
地域介護予防等普及事業…（市高齢介護課） 

2)一部の地区で展開されている活動（自主活動） 

地域住民交流…夏祭り・盆踊り等の地域の催し・バザーの開催・合同七五三・新春の集い等 

児童対象活動…子育て支援活動・小中学校支援・小中学生ボランティア表彰等 

高齢対象活動…花見会等 

福祉施設関係…施設等にタオルを寄贈・地区出身者の施設入居者訪問等 

その他の活動…清掃活動・戦没者慰霊祭等 

3)一部の地区で展開されている活動（市社協指定・市委託等） 

サロン活動…（１２地区） 
地域を耕す連絡会…（２地区） 
安心まちづくり連絡会…（２地区）※詳細は５頁のとおり。 
敬老会…（市高齢介護課） 
貯筋教室…（市高齢介護課） 

②予算（平成２１年度） 

金額 地区数 地区名 
１００万円未満 ５ 新玉・万年・幸・山王網一色・十字 
１００～１９９万円 ９ 緑・大窪・早川・片浦・足柄・芦子・二川・富水・下曽我 
２００～２９９万円 ４ 下府中・上府中・曽我・橘南 
３００～３９９万円 ４ 久野・東富水・桜井・豊川 
４００～４９９万円 ２ 国府津・橘北 
５００万円以上 １ 酒匂 

③役員 

1)会長就任状況 

三属性区分 人数 地区名 
（Ⅰ）単独会長 
（自治会長・民生委員児童委員を兼ねない） １１

新玉・山王網一色・大窪・東富水・

富水・桜井・下府中・豊川・酒匂・

橘南・橘北 
（Ⅱ）連合会長 ５ 足柄・芦子・下曽我・曽我・国府津自治会長 
（Ⅲ）上記以外の自治会長 ６

緑・十字・片浦・二川・久野・上府

中 
（Ⅳ）地区民協会長 １ 早川 民生委員

児童委員 （Ⅴ）上記以外の民生委員児童委員 ２ 万年・幸 
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2)役員（理事・監事・評議員等）の就任状況（役員に就任している方の他の役職や所属団体の状況） 

就任人数（２５地区合計） 就任状況 

役職・団体名 人数 役職・団体名 地区数

自治会長（副会長等も含む） 354 自治会長（副会長等も含む） 

民生委員児童委員(主任児童委員も含む） 313 民生委員児童委員(主任児童委員も含む）
25

ボランティア 96 ボランティア 23

子育て支援・青少年育成・補導員関係 82 健康普及員 21

健康普及員 53 子育て支援・青少年育成・補導員関係 20

公民館長 49 老人クラブ 19

婦人会（部） 46 子供会 16

老人クラブ 45 体育振興会 14

防災・防犯関係 36 学識経験者 13

学識経験者 35 防災・防犯関係 

子供会 34 福祉施設・団体 

体育振興会 27 交通安全関係団体 

福祉施設・団体 その他（保護司等） 

12

学校関係者（幼稚園も含む） 
26

婦人会 11

交通安全関係団体 24 公民館長 10

その他（保護司等） 53 学校関係者（幼稚園も含む） 8

合計人数 1,299     

※地区ごとの就任状況は６頁のとおり。 
 

⑶課題 
・在宅福祉サービスチーム活動（お達者チェック）、一人暮らし高齢者等昼食会、サロン活動等につい

て、純粋な地区社協活動として部会を設ける等で確立されている地区はあるが、そうでない地区にお

いては、このような活動を民生委員児童委員に任せてしまう傾向にあるため、同委員に負担がかかる

とともに、地区社協としてのアイデンティティが薄れている。 
・民児協事業（例えば「子育てサロン」等）と似通う、あるいは同性質の事業を整理する必要がある。 
・老人クラブや子供会等の各種団体の構成員が減少傾向にあり（担い手不足）、将来的に現在の活動が

円滑にすすめられなくなることが危惧されている。 
・多くの地区社協で事務拠点は会長宅で、運営を事務的に担う者も会長であるのが現状であり、地域福

祉活動の充実に伴い、会長個人やその家族に対しての負担が増している。（活動拠点、補佐役等運営

を支援する体制の整備が必要。） 
・住民の共に支えあうという意識やボランティアの心の希薄化、社協への関心の低さ、地区社協組織そ

のものの体制が弱く、協調性が欠けている。安定的で持続ある体制の強化・充実が求められる。 

 

 

２将来の方向性 
地域の諸団体の参加を得て住民が自主的に活動を行っている地区社協は、地域福祉活動を推進するうえ

において、必要不可欠な存在である。 
上記の課題を解決するために掲げる将来の方向性は次のとおりである。なお、本件については、小田原

市と協働で策定した「地域福祉活動計画」にも明記されている。 
⑴活動拠点「地区社協の事務所的な役割を担う施設」の整備。また、この拠点は、単に地区社協の事務

処理的な機能を担うだけではなく、さまざまな活動展開により住民交流の拠点となることも目指す。 

⑵地域福祉を推進する人材や地区社協の運営を事務的に担う人材を幅広い分野から発掘・養成する研修

会を開催し、新しい人材の発掘・養成を通して地域福祉活動及び地区社協活動の充実を目指す。 
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３ケアタウン構想との関連 

将来の方向性⑴⑵の達成により、ケアタウン構想の視点⑵「地域における相談・交流の場のあり方」に

ついては、ある程度実現できるものと考える。 
 

 

４地区ボランティアについて（参考：設立経緯と現状） 

 
昭和５３年度 

市内２５地区すべてに地区社会福祉協議会が設立された当時、神奈川県（長洲知事）が提唱していた 
「１０万人ボランティア運動」を推進することにより、地区社協活動の活発化をはかった。 
具体的には、地区社協活動の大きな担い手である民生委員児童委員の手伝いをするボランティアとして

同委員１人につき３人を目安にボランティアを募集した。（結果、約６３０人の参画を得た。） 
 

昭和５９年度 

地域福祉活動の焦点を「在宅福祉」においたこの年、その推進体制を確立するうえでの要と言われる「地

区ボランティア」の組織化を推進し、市内２５地区すべてにボランティアクラブが設立された。なお、そ

の構成員については、きっかけとなった「１０万人ボランティア運動」の流れから民生委員児童委員１人

につき３人のかたがボランティア会員として構成される例が多く見受けられた。 
現在においては、このような枠はないが、地区でボランティアを募集する際に「民生委員児童委員１人

につき３人」を目安に行っている地区も現存する。 
 

一般的な活動例 

一人暮らし高齢者等昼食会・一人暮らしや寝たきり高齢者宅への定期的な訪問・敬老会など地区社協や

地区民協の活動に協力している。また、独自の活動としては、地域内や近隣に福祉施設などがある場合は、

施設利用者の話し相手、行事の手伝い等をするほか、市社協ボランティアセンターからの依頼による活動

も行っている。 
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「安心まちづくり連絡会」の実施地区及び取組方針について 
 
１趣旨 

地域住民と地域の社会福祉事業者や、その関連分野の関係者が集まり、情報交換をするとともに、 
地域のさまざまな課題を共有化することにより、地域における総合的なネットワークの構築を図る

ため、連絡会を実施するものです。 
 
２実施地区 

大窪・早川地区（城南中学校の校区エリアとして合同で実施） 
 
３取組方法 

敬老会終了後に打合せをし、具体的な内容を協議します。 
 
４本事業の取扱いについて 

本事業は、神奈川県社会福祉協議会の「地域福祉推進ネットワーク構築支援事業」に指定され、県社

協との協働事業になりました。 
実施にあたっての必要経費については、すべて県社協から支出されます。 
 
５地域福祉推進ネットワーク構築支援事業について 

⑴ねらい…地域資源の掘り起こしや幅広い関係機関・団体等との調整・検討により、生活課題の解

決に必要なネットワークを構築し、事業展開を図る。 
⑵事業メニュー…ネットワーク会議（連絡会、検討会等）の開催 
↓ 
※本協議会が「安心まちづくり連絡会」として計画した内容と合致します。 
 

６「安心まちづくり連絡会」の取組例（参考：６／１８の会長会議で提案済） 

⑴テ ー マ『災害を軽減する地域社会づくり』 

①１日目…1)基調講演「自分が被災者になったら～私たちのすべきこと～」 
講師（予定）：神奈川県温泉地学研究所 
2)参加者による情報交換 

②２日目…図上訓練（ワークショップ） 
参加者が地図を使って検討する方法で、次のような視点で地図に書き込んでいきます。 
・どこで、どのような規模で、どういう被害の発生が予想されるのか？ 
・自然条件、まちの構造はどうなっているのか？ 
・災害対策に必要な資源はどこにあるのか？ 
・いざという時に頼りになる人はどこにいるのか？ 

グループに別れて、このような作業を行うことにより、地域、福祉施設、学校等各関係者に連帯感が

生まれ、災害時における協力体制について確認する機会にもなります。 
⑵参加者（団体） 

次のような方たちが考えられますが、地区の実情に応じて参加者（団体）を決定します。 
地区社協役員、高齢者・障害児者等の施設（地域作業所を含む）、地域包括支援センター、 
障害者相談支援事業所、小・中学校及び高等学校、障害者本人及び家族の会等の当事者団体他 

 
 
 

参考：８／４開催・地区社協会長会議資料 
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